
i64 長期予報・気象統計・気候の月例会概要

4・鈴木栄一（気研）：降水量に関する統計的研究（第

　8報）一順序統計量による解析。一一

　　年々降水量が増加している原因を要因別にしらべる1

　と台風，梅雨による降水量が増加しているためで，そ

　の量は北日本ほど少ない。これに対し降水量の変動を

　順序統計量でしらべるのは方法として疑問視するむき

　があった。

5・斎藤博英（札幌）北海道における気候変化について

6・北海道の気候の長期変化の予想の試み

　　黒点数の11年平均値と札幌の7，8月平均気温とは

　平行した長期変化を示している．黒点数が極大のとき

　温暖になるのはClaytonがだしたパターンから説明で

　きない。黒点数とパターンとの関係は週期の長さによ

　って違うらしい。黒点数の週期はいろいろあるが著者

　は169年週期を提案し，これを用いて気候変化を予想

　すると1965年頃黒点数は極小になるので。このころは

　北海道は冷夏がつづき，産業は大きく変化せざるを得

　ないであろう。

7．藤田敏夫（気研）：調和係数の統計的性質と延長予

　報への準備。

　　さきに発表された窪田一栗原の調和係数の予報式を

　用いて各係数間の統計的性質を調べた．今回は中間報

　告的内容であったが，計算機械がうまく動けばかなり

　の成果が期待できよう。

8．渡辺次雄（本庁）：積分大気の水平発散に及ぼす地

　面摩擦の影響（長期予報の理論的研究第9報）

　　まえから積分大気の立場から月平均状態を解析して

　いるが今回は積分大気の発散式に地面摩擦の効果を入

　れ・Chameyが摩擦によって上昇気流があるとしたの

　は誤りであるとした。これに対し出発の基本式の考え

　方について納得できない立場の人もいた。

9．三友栄（本庁）：偏西風帯のtotal　momentumに

　ついて，北半球半旬500mb天気図を用いてtotal

　momentumをしらべる，7半旬の週期で案動し，極
　大値に達すると本邦の気温は低くなる．

10．木村耕三（旭川）：気象現象の定常的振動現象につ

　いて。

　　10日週期が一年おきに卓越し，天気図も10日毎によ

　く類似している。ベースが変わると10日週期の位相が

　全く逆になる。この研究は各方面から注目されていた

　が，10日週期が隔年ごとに類似するのは2年週期が卓

　越するためで10日ごとの類似が合わないのはベースが

　変わったためとするのはおかしいという疑問が出され
　た　。

11．飯田睦治郎（気研）：大気循環変動の研究について

　　北半球半旬500mb天気図の偏差を統計的にしらべ

　正負偏差の中心数やその地理分布を論じたが，まだ序

　報程度で将来の発展が期待される。

12．朝倉正（気研）：広域天気図による秋霧の解析．　．

　　北半球半旬・月平均500mb天気図を用いて夏から
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　秋霧に季節変化する過程を解析した。夏期の終りに北

　上した台風が偏西風帯に擾乱をあたえると北半球の流

　れは変動して低示数型になって南北循環が卓越し，そ

　の一環として秋縣現象がある．この過程は二段階に分

　けられ米西海岸のリッジの消長は日本の季節変化に大

　きく関係している。

13．安藤正次（仙台気研）：綜観的な長期予報技術とそ

　の問題点。

　　半旬500mbのイソプレットを作ると季節的にきま

　ってできるリッジやトラフがあってその消長は日本の

　季節変化と密接に関係している。冬期ユーラシヤ大陸

90。Eにできる中緯度の峯は夏期400Eにリズムを打ち

　ながら変位する。この変動する位置とリズムが入梅，

　出梅と関係している。

14．荒井康（気研）：ブロッキング活動について。

　　Rexの定義にしたがってヨーロッパに生じたブロッ

　キング高気圧のcompoSite　mapをつくり，その時間変

化を解析した。それによるとブロッキング高気圧が生

　ずる2半旬前から系統的な擾乱が偏西風帯に生じ，そ

れが西進してブロッキング高気圧を形成している。

　以上が研究発表の概要であるが，参会者は多方面にわ

たり，とくに北海道，東北，新潟からの出席を得て一種

独得の気風が流れた．講演終了後例年通り懇親会をひら

き，8時すぎに散会した。

　　　　　　　関西支部だより
　2月月例会「大気汚染」の問題は，最近次第に大きな

問題となってきており，近畿地方では京阪神を中心とす

る諸関係機関が協同して，この問題と取組んでいる．当

支部では2月の例会に，近畿地方大気汚染調査連絡会と

共催でこのテーマを取り上げた．

　会場は大阪市教員会館で，2月26日午前10時から，午

後5時過ぎ迄・工学・理学或いは医学等の見地から見た

大気汚染の実態にっいて，各担当者の講演が行われた．

講演題目は次のとおり．

　午前の部　　ゼミナール（10～12時）

　Atmospheric　pollution（E．Wendell　Hewson．comp．

Met．P1139～1157）紹介者　京都大学
午後の部　　講演（13～17時）

L開会の辞　　　　　　　　　　　支部長
2．挨　 拶　　近畿地方大気汚染調査
　　　　　　　連　絡会委貝・長
3．大阪に於ける大気汚染の測定　大阪気
4．C1イオン，So2イオンにっいて
　　　　　　　　　大阪府環境衛生課
5．空中細菌にっいて　　　大阪大医学部
6．亜硫酸ガスの測定について

　　　　　　　　　　　大阪大理学部
7．大気汚染の人体に及ぼす影響
　　　　　　　　　　大阪市大医学部
8．大気汚染の工場に及ぼす影響
　　　　　　　　　　　大阪大工学部
9．煤煙問題について　大阪市大家政学部
10・閉会の辞　　、　　　　　、大阪気
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